
施工管理と工事監察

令和元年11月

香川県広域水道企業団 計画課技術管理室
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施工管理と工事監察

香川県広域水道企業団は、平成３０年７月に「水道工事共通仕
様書」を定め、発注工事に適用している。

工事における施工管理の概要や留意点を説明。

企業団はこれまで工事監察を実施していない。

令和２年４月１日から工事監察を新たに実施する。
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施工管理＞概 要

施工管理とは、工事現場において施工全体の管理を行うこと。
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※⽇本水道協会、⽇本道路協会、⼟⽊学会、舗装・法⾯等の⺠間協会などの基準等

工程管理（進捗管理）

出来形管理

１．品質規格（水道工事共通仕様書（香川県広域水道企業団）等）

２．品質管理基準及び規格値（香川県⼟⽊部準用）

段階確認
中間検査
材料確認

安全管理

１．出来形管理基準及び規格値（香川県⼟⽊部準用）

２．協会基準等※

３．協会基準等※

品質管理

  工事写真管理及び撮影基準（香川県広域水道企業団）

施工管理

写真管理



施工管理＞工程管理（進捗管理）

ネットワーク工程表又はバーチャート工程表で作成。

進捗管理の方法とフォローアップ実施基準を施工計画書に記載。

15％以上遅延の場合はフォローアップの内容を工程表に記載。
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バーチャート工程表（計画）の作成例

フォローアップの
内容をココに記載。

計画と実績が対比
できるよう、実績
を二段赤書き。



施工管理＞出来形管理

⼟⽊工事施工管理基準及び規格値（香川県⼟⽊部準用）や協会
基準等に基づき管理。

該当工種が無い場合は、あらかじめ工事監督員と協議。

社内管理基準を設定している場合は記載。
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管渠布設工の出来形測定状況出来形管理計画の記載例

社内管理基準



施工管理＞品質管理

⼟⽊工事施工管理基準及び規格値（香川県⼟⽊部準用）や協会
基準等に基づき管理。

該当基準が無い場合は、あらかじめ工事監督員と協議。
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品質管理基準の記載例

水道工事標準仕様書【⼟⽊工事編】⽇本水道協会より

鋳鉄管接手部の品質管理状況



施工管理＞写真管理

工事写真管理及び撮影基準（ホームページ掲載）に基づき管理。
適切な撮影項目、撮影時期、撮影頻度。
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着工前

竣 工

施工状況（管吊込み状況） 安全管理状況（安全施設設置状況）



施工管理＞段階確認

工事監督員との協議で定めた施工段階において確認を行う。
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  特記仕様書第　　 条に基づき、下記のとおり、施工段階の予定時期を報告します。

工事名： 受   注   者：

現場代理人： 印

※

  下記工事について、段階確認の予定日を通知します。

主任監督員： 印

受理した場

合工事監督

員が記事、

受理日及び

サインをす

る。

平成  　　年  　　月　  　日　

通　知　書

段　階　確　認　書
平成　　  年  　　月  　　日　

施　工　予　定　表

種　別 細　別 確認項目 施工予定時期 記事

段階確認申請書（一部）

段階確認一覧（抜粋）
種別 細別 確認時期 確認事項 確認の程度

管路工事 管布設工 管据付完了時 水圧試験 1回／1工事

開削工 掘削完了時 土留工の構造、基礎地盤 一般：30%程度

の状況、基準高 重点：60%程度

※指定仮設工、矢板工に

準じる

基礎完了時 厚さ、幅、締固め状況

管据付完了時 管中心線、管天高、継手

状況

推進工 立坑掘削完了時 土留工の構造、位置 1回／1工事

推進開始時 推進機械設置高 全数

鏡切状況

※鏡切状況は発進立坑を

対象とする。

路面覆工 設置完了時 1回／1工事

推進完了時 管中心線、管底高、延長 一般：30%程度

重点：60%程度

シールド 掘進開始前 掘進機械設置高、鏡切状 一般：30%程度

況 重点：60%程度

一次覆工完了時 管中心線、管底高、管径

二次覆工完了時 管中心線、管底高、管径

弁室工（現場打 鉄筋組立完了時又 組立寸法、配筋確認 一般：30%程度

ち） はｺﾝｸﾘｰﾄ打設前 重点：60%程度

埋め戻し前 躯体寸法、基準高



施工管理＞中間検査

中間検査実施基準（ホームページ掲載）に基づく。

別表の基準を参考に、工事検査員と協議して決定。

施工計画書に記載する。
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別表（一部抜粋）



施工管理＞材料確認

工事監督員が承諾した材料の確認を行う。

品質規格証明書と照合し、臨場によって材料の外観等を確認。
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平成      年      月      日

主任監督員 殿

現場代理人 印

   工事名

   上記工事について、次のとおり材料確認を申請します。

確  認 確  認 合  格 確認印

月  日 方  法 数  量

材   料   確   認   申   請   書

記

材 料 名 品質規格 単位 搬入
数量

確 認 欄
備 考

材料確認状況材料確認申請書（一部）



施工管理＞安全管理

水道工事共通仕様書、⼟⽊工事共通仕様書及び関係法令に基づ
き施工計画書に記載し、実施する。

作業主任の配置が必要な作業は、作業名、作業主任者の氏名を
記載した一覧表を作成し、記載・掲示。

下請がある場合、下請を

含めた災害防止協議会を

設置。

安全教育を半日／月以上。
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作業主任者を選任すべき作業（一部）

選任が必要な作業 作業主任者名称 資格種類

高圧室内作業 高圧室内作業主任者 高圧室内作業主任者免許

アセチレン装置、ガス集合装置による

金属の溶接・溶断・加熱作業
ガス溶接作業主任者 ガス溶接作業主任者免許

コンクリート破砕機を用いて行う破砕

作業

コンクリート破砕器

作業主任者

コンクリート破砕器作業主任者

技能講習終了

地山掘削作業

（掘削⾯の高さが２ｍ以上）
地山の掘削作業主任者

⼟止支保工作業 ⼟止支保工作業主任者

ずい道等の掘削等の作業
ずい道等の掘削等作業

主任者

ずい道等の掘削等作業主任者

技能講習終了

地山の掘削及び⼟止支保工

作業主任者技能講習終了

水道施設工事で選任
が多い作業



施工管理＞共通仕様書等

企業団が発注する工事に適用する共通仕様書等は次のとおり。

（ホームページに掲載あり）

企業団トップ＞事業者の方へ＞企業団が発注する工事・委託業務

＞その他＞共通仕様書について

水道工事共通仕様書[PDFファイル／1.4M]（※熟読のこと。）

工事写真管理及び撮影基準[PDFファイル／284KB]
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施工管理＞施工規程

企業団が発注する工事に関する要綱等は次のとおり。
（ホームページに掲載あり）

企業団トップ＞事業者の方へ＞企業団が発注する工事・委託業務

＞お知らせ＞建設工事の施工に関する規程

香川県広域水道企業団建設工事検査要綱[PDFファイル／81KB]
香川県広域水道企業団中間検査実施基準[PDFファイル／392KB]
香川県広域水道企業団建設工事成績評定要領[PDFファイル／333KB]
工事成績評定の考査項目別運用表（水道）[PDFファイル／1.54MB]
「創意工夫」、「社会性等」に関する提出様式（※各種様式集へ）
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工事監察＞概 要

企業団が発注する工事の品質確保や、受注者の健全な発展を図
るため。

適正な施工体制が確保できているか確認。

対象工事は、当初請負金額が２，５００万円（建築一式工事は
５，０００万円）以上の工事。（対象工事を指定する場合あり。）

工事着手後概ね１ヶ月を経過したとき。

不備がある場合は受注者に是正を命じる。

香川県広域水道企業団建設工事監察要綱(R2.4.1制定予定)
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工事監察＞概 要

以下について確認する。

① 技術者等の配置状況

② 施工計画の履行状況

③ 下請業者の使用状況

④ 施工体制台帳の整備状況

⑤ 標識等の掲示状況

⑥ 安全管理、現場環境の状況
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建設業法のポイント
（四国地方整備局）

工事現場を再チェック！
（香川県⼟⽊部技術企画課）



工事監察＞①技術者等の配置状況

現場代理人の常駐

作業が行われている時は現場常駐（駐在）が必要。

主任（監理）技術者の現場専任

請負金額３，５００万円以上（建築一式は７，０００万円）
の工事では専任※が必要。

監理技術者資格者証の携帯

監理技術者資格証の提示が必要。（写しは不可）

作業主任者・有資格者の配置

労働安全衛生規則で定められた作業主任者を配置・掲示。
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※改正建設業法は令和２年１０月１日から施行。（専任の緩和）



工事監察＞②施工計画の履行状況

施工計画書の常備

現場に常備。

施工計画書と現場の一致

常に最新に。

施工体系図や施工方法と現場の一致。

産業廃棄物処理委託の適正な履行

処理委託契約書は正しく記入する必要あり。

処理委託契約書の写し、処理・運搬の許可証の写しを常備。
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現場事務所を設置しない場
合は車両に搭載しておく。



工事監察＞③下請業者の使用状況

元請業者の実質的関与（一括下請の禁止）

下請業者の施工に実質的に関与。

下請業者の要件

500万円以上の建設工事（建築一式1,500万円以上かつ延べ⾯
積1,500㎡以上の⽊造住宅工事）は、建設業許可が必要。

下請業者の主任技術者の選任

3,500万円以上の工事では、兼務を認めた場合を除き専任。
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工事監察＞④施工体制台帳の整備状況

施工体制台帳の現場備え置き

下請契約を締結した場合、施工体制台帳及び施工体系図を

作成。施工体制台帳は現場内に保管。

施工体制台帳の記載内容及び添付書類

現場に合致したものとし、技術者名、

資格内容等を正しく記載。

再下請通知を求める旨の掲示

工事関係者の見やすい場所に掲示。
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再下請負通知する旨の通知（例）

建設業法のポイント（四国地方整備局）より



工事監察＞⑤標識等の掲示状況１／２

施工体系図

工事関係者の見やすい場所、公衆に見やすい場所の２箇所。

全ての下請業者を記載。

建設業許可標識

元請・下請とも掲示※が必要。

現場組織表

工事関係者の見やすい場所

に掲示。常駐者に「○」印。
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工事看板設置状況

元請
下請

現場組織表

※改正建設業法は令和２年１０月１日から施行。（元請のみ）



工事監察＞⑤標識等の掲示状況２／２

緊急時連絡表

休⽇・夜間の連絡先は、連絡可能な電話番号を記載。

安全管理組織表

工事関係者の見やすい場所に掲示。

労災保険関係成立票

内容を正しく記載。

建設業退職金共済制度適用事業主工事現場標識

工事関係者の見やすい場所に掲示。
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工事看板設置状況

建退協

労災保険

緊急連絡表



工事監察＞⑥安全管理、現場環境の状況

安全管理活動の実施状況

施工計画書に記載した安全管理活動の実施。

現場内の保安設備、作業環境、現場環境

救急用具（薬の使用期限に注意）

消火設備

現場条件に応じた保安施設の設置、適切な維持管理。

保安設備、重機の点検、調書の整理・保管。
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保安施設設置状況

救急用具



工事監察＞⑦その他

【参考資料】

建設業法のポイント（適正な施工体制と元下関係）
 国⼟交通省四国地方整備局建政部計画・建設産業課 平成31年4月版

工事現場を再チェック！（香川県工事監察から見た注意点）
 香川県⼟⽊部技術企画課 平成28年6月版
 http://www.pref.kagawa.lg.jp/gijutsukikaku/kiteishuu/kiteishuutop.htm

施工計画書の手引き
 香川県⼟⽊部技術企画課 平成31年4月改定版
 http://www.pref.kagawa.lg.jp/gijutsukikaku/kiteishuu/kiteishuutop.htm

水道工事標準仕様書【⼟⽊工事編】2010（⽇本水道協会）

問合先：香川県広域水道企業団計画課技術管理室

Tel 087-826-6116,Fax 087-826-1132

企業団HP http://union.suido-kagawa.lg.jp

23


